
令和 7 年度の研究（または活動）内容 
 

生活環境と一体となった歴史的建造物や古い町並みといった身近な地域文化財や伝統文化は、

長い年月をかけて地域で醸成されたサステイナブルな「伝統知」を備える。よって、地域文化財には、

単なる歴史的遺産としての価値にとどまらず、未来の地域のあり方の参照となりうる「持続可能な地域

づくり」のヒントが秘められている。本プロジェクト研究所は建築史、地域防災、環境保全、映像学、歴

史資料学といった、人文学と建築学、環境学にまたがる異分野融合と地域連携を重視し、「文化財の

価値を守り、未来へ伝え、持続可能な地域づくりへ活かす」という複合新領域の形成を目指すもので

ある。令和 7 年度の研究活動について、特色のあるものを以下で立項する 

 

１）「文庫蔵」の文化的価値と収蔵環境に関する文理融合研究 

令和６年度に、学内公募研究として「人文学と建築史、環境工学が連携した伝統的な文庫蔵の記

録化と文化財保存環境の評価」が採択された。この文化財に関わる文理融合型研究を、今年度は財

団法人・住総研へ研究助成を申請し、採択を受けて、継続して研究を進めた。家財道具や史料、身

近な生活資料を収蔵する「文庫蔵」の文理融合型研究であり、収納空間の伝統的作法を継承する歴

史的建造物を事例とし、資料ジャンルやその空間特性といった人文学・建築史学的知見と、各空間の

データロガー実測による温湿度測定（文化財保存環境の評価）を統合し、土蔵の保存環境に関する

「伝統知」を抽出するものである。収蔵資料の写真撮影の工夫により、「蔵が語る家や地域の物語」の

提示や文化財活用へとつなげる。 

 

 また今年度、学内公募研究の成果を、文庫蔵の所有者および地域の方々に情報共有するために、

報告会を９月１８日に研究対象である登米市登米町の海老喜ホールで開催した。建築学科・中村教

授が研究全体の概要を説明し、建築学科・大石准教授から、伝統的な文庫蔵がもつ極めて安定的な

文化財保存環境を、温湿度の実測成果から報告し、河内講師は文庫蔵に収蔵された歴史資料がも

つ価値をコメントされた。また、文庫蔵の今後の活用の方策について、建築学科・大石研究室と中村

研究室の学生たちから、リサーチに基づき参考事例や活用アイディアの知見が報告された。 

 



 

調査成果報告会のチラシ          蔵の活用に関する学生プレゼンテーションの様子 

 

２）文化財修復と自然環境保全をつなぐ SDGsプログラム 

文化財修復を専門とする建築学科・中村研究室と、自然環境保全、特に北上川のヨシ原（文化財の

茅葺き建造物の修理用材を供給する）の環境学的研究を進める環境応用化学課程・山田研究室が

合同して、今年度も北上川河口域のヨシ原において茅刈りの実習を行った。この茅刈り実習は毎年、

恒例の行事として昨年度も実施しており、その際に刈り取った茅を、2025年 9月に「ほうきづくり」ワー

クショップとしても弘前市公開武家住宅で活用した。これは建築学科・中村研究室が保存修景事業に

協力している青森県弘前市・仲町伝統的建造物群保存地区でのワークショップで、茅葺き文化財の

文化財保存と自然環境保全にまたがる多彩な価値を、地域の方々に知ってもらう活動である。 

   

  ３）自治体と連携した文化財保存・修復の支援活動 

   自治体と連携した文化財保存・修復の今年度の支援事業は、青森県弘前市、岩手県一戸町、北上

市、陸前高田市、奥州市、一関市、宮城県登米市、涌谷町、塩竈市、蔵王町、角田市、福島県白河市

と多岐にわたった。このなかでも、建築学科・中村研究室では東日本大震災で流出・全壊した岩手県

指定文化財・旧吉田家住宅の復旧活動を継続的に支援しており、2025年 5月に復旧工事完了、一般

公開がはじまった。震災前の学術資料に基づき、被災前の町並みの復元立面パネルの制作、震災前

の屋敷構えを伝える模型制作などを進めた。これに加えて、一般公開後の 2025年 9月 20 日には、

科学研究費ひらめき☆ときめきサイエンスの助成を受けて「気仙大工の歴史やデザインを学び、伝統の

建築技術と大工道具を体験しよう！」を旧吉田家住宅および気仙大工左官伝承館で実施し、研究成

果を中高生にわかりやすく伝えるアウトリーチ活動も実施した。 

 



 

中高生アウトリーチのチラシ         陸前高田市における建築技術・大工道具の体験事業 


